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四
月
十
日
（
月
）
、
星

野
学
園
小
学
校
の
第
十

一
回
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
小
中
高
の
在
校
生

と
六
十
八
人
の
新
入
生
、

そ
し
て
、
新
入
生
の
保
護

者
で
、
星
野
学
園
自
慢
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は

埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
星
野これから始まる生活が楽しみです。 

更新中！ 

星
野
学
園
小
学
校 

Web 

本
校
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
は
、
星
野

っ
子
の
日
常
や
、
楽
し
い
行
事
の
様
子

を
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
。
本
紙
と
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

学
園
第
二
校
舎
に
は
、
満

開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

咲
き
誇
り
、
美
し
い
景
色

が
広
が
る
中
で
の
入
学

式
と
な
っ
た
。
今
回
の
入

学
式
で
は
六
十
八
人
の

新
入
生
を
迎
え
た
。
中
学

生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
入
場

す
る
新
入
生
の
表
情
は
、

緊
張
感
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校

生
活
へ
、
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
る
希
望
に
満
ち

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
入
学
式
に
参
列
し

た
、
在
校
生
の
四
・
五
・

六
年
生
は
皆
、
新
入
生
の

入
学
を
心
待
ち
に
し
て

お
り
、
明
る
い
表
情
で
新

入
生
を
迎
え
入
れ
た
。
礼

法
指
導
の
場
面
で
は
、
お

辞
儀
の
仕
方
や
座
り
方

等
を
習
う
新
入
生
の
真

剣
な
姿
か
ら
は
、
「
こ
れ

か
ら
小
学
生
に
な
る
の

だ
。
」
と
い
う
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
校

歌
の
斉
唱
で
は
、
中
高
の

ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
部
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
、
小
学
四
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
在
校
生
と
、

中
高
の
音
楽
部
の
生
徒

た
ち
が
、
星
野
学
園
の
校

歌
を
披
露
し
た
。
迫
力
の

あ
る
演
奏
と
歌
声
に
、
子

ど
も
た
ち
は
圧
倒
さ
れ

て
い
た
。
星
野
学
園
小
中

高
十
二
年
間
の
中
で
、
五

年
後
に
は
、
今
の
六
年
生

の
よ
う
な
姿
に
な
り
、
中

学
生
、
高
校
生
に
な
る
に

つ
れ
、
頼
も
し
く
成
長
し

て
い
く
だ
ろ
う
。(

猪
野) １年生からは合奏とお花のプレゼント。 

最高学年としての凛々しい姿。 

中学生と一緒に入場します。 

上級生への挨拶もしっかりできました。 

三
月
三
日
（
金
）
、
児

童
集
会
が
行
わ
れ
た
。
三

学
期
の
児
童
集
会
は
、
恒

例
の
「
六
年
生
を
送
る

会
」
。
集
会
委
員
が
中
心

に
な
り
、
在
校
生
一
同
、

卒
業
を
目
前
に
控
え
た

六
年
生
に
感
謝
の
思
い

を
届
け
た
。 

九
時
、
体
育
館
に
音
楽

が
流
れ
る
と
、
在
校
生
が

立
ち
上
が
り
、
は
に
か
む

よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
な

が
ら
入
場
す
る
六
年
生

を
、
拍
手
で
迎
え
入
れ

た
。
六
年
生
が
着
席
す
る

と
、
一
年
生
か
ら
順
に
、

学
年
ご
と
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
「
あ
り
が
と
う
」

を
送
っ
た
。
下
級
生
の
一

生
懸
命
な
姿
に
、
六
年
生

か
ら
「
か
わ
い
い
」
と
声

が
あ
が
る
場
面
も
。
最
後

は
六
年
生
が
、
音
楽
と
ダ

ン
ス
で
会
場
を
笑
い
の

渦
で
巻
き
こ
む
「
あ
り
が

と
う
」
で
締
め
く
く
っ

た
。
温
か
く
、
そ
れ
で
い

て
清
々
し
い
ひ
と
と
き

は
、
六
年
生
の
最
後
の
思

い
出
と
し
て
、
卒
業
し
て

ゆ
く
彼
ら
の
胸
に
刻
ま

れ
た
だ
ろ
う
。 

（
池
田
） 

在校生から歌を贈りました。 

三
月
十
四
日
（
火
）
、

五
八
名
の
五
期
生
が
、
晴

れ
や
か
な
笑
顔
で
、
星
野

学
園
小
学
校
を
卒
業
し

た
。
卒
業
生
は
、
最
高
学

年
と
し
て
の
自
覚
を
持

っ
て
卒
業
式
に
臨
み
、
式

典
の
際
に
は
、
彼
ら
一
人

ひ
と
り
か
ら
、
こ
の
六
年

間
で
培
っ
て
き
た
自
信

や
凛
々
し
さ
が
感
じ
ら

れ
た
。 

彼
ら
の
卒
業
を
惜
し

む
よ
う
な
空
模
様
の
中
、

在
校
生
た
ち
も
、
そ
の
多

く
が
彼
ら
と
の
思
い
出

を
懐
か
し
み
、
別
れ
を
惜

し
ん
で
い
た
。
時
に
は
頼

れ
る
先
輩
と
し
て
、
時
に

は
同
じ
学
び
舎
の
友
人

と
し
て
、
在
校
生
は
卒
業

生
か
ら
多
く
の
こ
と
を

教
わ
り
、
そ
し
て
そ
の
背

中
を
追
う
よ
う
に
励
ん

で
き
た
。
在
校
生
か
ら
贈

ら
れ
た
送
辞
に
は
、
六
年

生
へ
の
こ
れ
ま
で
の
感

謝
の
想
い
が
綴
ら
れ
て

お
り
、
在
校
生
が
ど
れ
だ

け
卒
業
生
の
こ
と
を
慕

っ
て
い
た
か
を
感
じ
さ

せ
る
内
容
だ
っ
た
。 

卒
業
生
の
退
場
の
際

に
は
、
在
校
生
が
「
旅
立

ち
の
日
に
」
を
歌
い
な
が

ら
、
拍
手
で
卒
業
生
た
ち

を
見
送
っ
た
。
そ
の
歌
の

贈
り
物
に
は
、
在
校
生
か

ら
卒
業
生
へ
、
新
た
な
出

発
の
エ
ー
ル
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、
感
極
ま
り
目

を
潤
ま
せ
て
、
精
一
杯
送

り
出
す
者
も
い
た
。 

中
学
校
と
い
う
新
天

地
に
向
か
っ
て
立
派
に

飛
び
立
っ
て
い
っ
た
卒

業
生
た
ち
。
彼
ら
と
の
別

れ
は
悲
し
い
も
の
だ
が
、

在
校
生
に
と
っ
て
も
、
こ

の
別
れ
は
こ
れ
か
ら
の

新
た
な
出
発
と
出
会
い

に
繋
が
る
に
違
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
と

の
思
い
出
を
強
く
抱
き
、

そ
し
て
そ
れ
を
糧
に
、
こ

れ
か
ら
も
彼
ら
の
背
中

に
追
い
つ
こ
う
と
励
ん

で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

(

粟
飯
原) 

入
学
式
、
始
業
式
、
体

育
祭
、
終
業
式
、
卒
業
式

…
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

歌
わ
れ
る
、
本
校
学
園
歌

「
星
野
学
園
第
二
校

歌
」
。
四
分
の
三
拍
子
に

の
せ
た
、
流
れ
る
よ
う
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
特
徴
的

で
、
繰
り
返
し
使
わ
れ
て

い
る
「
空
」
「
雲
」
「
風
」

「
星
」
と
い
う
言
葉
に

は
、
「
自
然
」
、
「
自
分
自

身
」
、
「
未
来
」
、
そ
し
て

「
星
野
学
園
」
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
入
学
式
翌
日
の

四
月
十
一
日
（
火
）
、
全

校
児
童
が
初
め
て
顔
を

合
わ
せ
る
対
面
式
で
も
、

こ
の
校
歌
が
歌
わ
れ
た
。

児
童
会
役
員
の
指
揮
の

も
と
、
雨
雲
を
吹
き
飛
ば

す
よ
う
な
明
る
く
大
き

な
声
で
、
二
～
六
年
生
の

児
童
が
声
を
そ
ろ
え
て

歌
い
あ
げ
た
。
間
近
で
聞

く
先
輩
た
ち
の
歌
声
は
、

一
年
生
の
耳
に
ど
の
よ

う
に
届
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
一
年
生
も
一
緒
に
、

全
校
児
童
そ
ろ
っ
て
歌

え
る
よ
う
に
な
る
日
が

待
ち
遠
し
い
。（
杉
谷
） 

彼らの今後の活躍に期待したい。 

音楽に合わせ、笑顔で入場。 
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四
月
十
二
日
（
水
）
、

埼
玉
県
警
察
非
行
防
止

指
導
班
「
あ
お
ぞ
ら
」
に

よ
る
、
安
全
対
策
教
室Ⅰ

が
開
か
れ
た
。 

三
時
間
目
に
は
、
県
警

の
鈴
木
さ
ん
、
高
杉
さ
ん

に
よ
る
、
低
学
年
に
向
け

た
教
室
「
不
審
者
対
策
４

つ
の
約
束
」
が
開
か
れ

た
。
「
知
ら
な
い
人
に
声

を
か
け
ら
れ
た
ら
」
な

ど
、
日
常
で
起
こ
り
得
そ

う
な
こ
と
へ
の
対
策
を

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
の
積
極
的
な

姿
勢
か
ら
も
、
今
回
の
教

室
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
防
犯
意
識

が
高
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
。 

四

時

間

目

は
、
四
年
生
か

ら
六
年
生
対
象

の
薬
物
乱
用
防

止
教
室
。
分
か

り

や

す

く

飲

酒
、
喫
煙
、
薬

物
依
存
の
恐
ろ

し
さ
を
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

た
ば
こ
で
変
色

し
た
内
臓
の
写
真
が
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
時
に
は
、
さ
す
が
に

子
ど
も
た
ち
か
ら
も
ど

よ
め
き
が
湧
い
た
。
薬
物

に
関
し
て
は
、
多
く
の
子

ど
も
が
「
自
分

は
怪
し
い
人
に

は
関
わ
ら
な
い

か
ら
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
い
た

よ
う
だ
が
、
薬

物
自
体
の
恐
ろ

し
さ
、
そ
し
て

日
頃
か
ら
の
危

機
管
理
の
大
切

さ
を
、
子
ど
も

た
ち
は
強
く
感

じ
た
だ
ろ
う
。 

本
校
で
は
こ

の
よ
う
に
、
警
察
な
ど
専

門
機
関
の
方
に
直
接
ご

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
安

全
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
協
力
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
っ
て
い
き
た
い
。 

（
池
田
） 

四
月
十
三
日(

木)

、
地

震
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
た
。
地
震
発

生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
、

全
校
児
童
が
緊
張
感
を

持
ち
、
担
任
の
教
員
に
続

い
て
、
迅
速
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
「
た
か

が
訓
練
」
と
思
わ
ず
、
全

員
が
集
中
し
て
訓
練
に

取
り
組
め
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
防
災
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。
避
難
後
は
学
校

長
か
ら
避
難
場
所
や
避

難
の
仕
方
に
つ
い
て
お

話
を
い
た
だ
き
、
改
め
て

日
頃
か
ら
備
え
て
お
く

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。 

本
校
は
、
人
命
尊
重
を

第
一
に
掲
げ
て
お
り
、
地

震
に
限
ら
ず
、
様
々
な
災

害
に
備
え
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
設
備
の
管
理
な
ど

安
全
管
理
は
怠
ら

な
い
。
教
員
も
防
災

を
意
識
し
な
が
ら

指
導
を
行
っ
て
い

る
。
同
年
四
月
十
九

日
（
水
）
に
は
、
消

防
署
の
方
を
招
き
、

教
員
対
象
の
消
防

研
修
が
行
わ
れ
た
。

消
防
設
備
の
位
置

や
簡
単

な
使
い

方
な
ど
、
防

災
に
あ
た
っ

て
基
本
的
な

こ
と
を
改
め

て
知
る
良
い

機
会
と
な
っ

た
。
今
回
の

研

修

を

経

て
、
本
校
の

安
全
は
よ
り

強
固
な
も
の

に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。 

星
野
学
園
は
、
小
中
高

を
合
わ
せ
る
と
、
児
童
生

徒
数
が
千
人
を
超
え
る

大
き
な
組
織
で
あ
る
。
児

童
生
徒
全
員
が
非
常
時

に
無
事
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
や
は

り
日
頃
か
ら
の
準
備
や
、

今
回
の
よ
う
な
訓
練
が

必
要
不
可
欠
だ
。
何
が
起

き
て
も
落
ち
着
い
て
行

動
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
学
校
全
体
で
心
が

け
た
い
。 

 
(

粟
飯
原) 

四
月
二
十
五
日
（
火
）、

一
、
二
年
生
を
対
象
に
三

つ
目
の
安
全
対
策
教
室

が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
も

西
武
鉄
道
の
方
々
を
お

呼
び
し
、
電
車
の
安
全
な

乗
り
方
や
、
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
等
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
ホ
ー
ム
に
物
が

落
ち
て
し
ま
っ
た

時
の
対
応
、
階
段

の
上
り
下
り
、
乗

車
の
仕
方
、
優
先

席
付
近
で
の
立
ち

振
る
舞
い
等
、
普

段
電
車
を
使
っ
て

通
学
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
身
近
な
テ
ー

マ
ば
か
り
で
、
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
る
様
子

だ
っ
た
。
ま
た
、
駅
の
ホ

ー
ム
の
深
さ
や
、
ホ
ー
ム

と
電
車
の
隙
間
の
幅
を
、

実
際
に
子
ど
も
た
ち
の

体
と
比
べ
た
り
し
な
が

ら
、
面
白
く
、
そ
し
て
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

も
、
楽
し
み
な
が
ら
、
時

に
は
真
剣
な
目
を
し
な

が
ら
、
講
習
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
最
後
は
敬

礼
で
挨
拶
を
し
、
全
三
回

の
安
全
対
策
教
室
は
幕

を
閉
じ
た
。 

（
杉
谷
） 

四
月
十
四
日
（
金
）
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ 
ド
コ
モ
の
方
を

講
師
に
お
招
き
し
、
携
帯

電
話
を
使
用
す
る
際
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
習
が
行

わ
れ
た
。
講
習
の
内
容
と

し
て
は
、
一
・
二
年
生
で

は
、
近
年
問
題
視
さ
れ
て

い
る
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

の
危
険
性
や
、
携
帯
電
話

の
基
本
的
な
使
い
方
な

ど
を
、
三
・
四
年
生
で
は
、

低
学
年
の
内
容
に
加
え
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

で
気
を
付
け
る
こ
と
や
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
と
き
の
対
処
法
な

ど
を
講
習
し
て
頂
い
た
。

こ
れ
ら
を
ク
イ
ズ
や
ア

ニ
メ
を
交
え
な
が
ら
、
分

か
り
や
す
く
教
え
て
頂

い
た
お
陰
で
、
子
ど
も
た

ち
も
集
中
し
て
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

楽
し
み
な
が
ら
携
帯
電

話
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
質
疑
応
答

の
時
間
に
は
、
一
年
生
を

含
む
各
学
年
か
ら
様
々

な
質
問
が
挙
が
っ
た
。
現

代
社
会
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
非
常

に
重
要
な
内
容
を
、
楽
し

み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
学
び
の

場
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。 

 
 
 
 

(

猪
野) 

教員の防災への意識は非常に高いです。 最後は敬礼をして終わりました。 

ホームの深さは１２７㎝。ホームと背比べです。 

悪いことに誘われた時の断り方を考える６年生 ○×クイズに挑戦。 

質問に対して積極的に手を挙げています。 

警察の方のお話に、真剣に耳を傾けています。 

避難後の様子。校長先生の話も真剣に聞いています。 


